
 

 

 

 

 

 

 

 

知っていますか？「地域協働学校」と「学校運営協議会」 

ふじみ野市内のすべての小学校は、令和元年度に「地域協働学校」となり、「学校運営協議会」

が設置されました。地域協働学校とは、学校運営協議会が設置され、その委員として教育委員会

から任命された保護者や地域の皆様が、一定の権限と責任を持って、学校運営の基本方針を承認

したり、教育活動等に意見を述べたりすることを通じて、学校の様々な課題解決に参画していく

仕組みを備えた学校 を指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀久保小の学校運営協議会は、毎年「あった会議」として年５回の熟議を行っています。 

今年度も子どもたちの学び・成長・安全のために活動してまいりますので、保護者・地域の皆

様のご理解ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

令和６年度 学校運営協議会委員（敬称略） 

【役職】 【氏名】 【所属団体】 

会長 岩佐 哲靖 ＰＴＡ会長 

委員 中村 修身 地域コーディネーター 

委員 島田 典朗 おやじの会 会長 

委員 今野 悦也 亀久保北町会 会長 

委員 岡部 康人 東久保町会 代表 

委員 田中 義則 亀久保南町会 会長 

委員 川野 大久 南台２丁目自治会 会長 

委員 丸井 利恵 よむレンジャー 代表 

委員 内山 智子 花組 代表 兼 地域コーディネーター 

委員 鈴木 愛 学習支援部 代表 

委員 出牛 和子 はーと舞支部 代表 

委員 内田 徳子 上福岡西公民館 館長 

第１回「あった会議」が開催されました 

４月２６日（金）本校にて、第１回あった会議が開催されました。以下、当日の議事録です。 

【日時・場所】令和６年４月２６日（金）１０：３０～  於：亀久保小学校 コミュニティルーム 

【協議】 

（１）学校経営方針について（校長） 

  出席委員全員により承認。（学校ＨＰにてご覧いただけます） 

 

（２）地域協働による業務改善（教頭・教務主任） 

  ①留守電機能の活用について 

平日対応時間 ８：００～１６：５０ 

   時間外の緊急連絡はふじみ野市教育委員会 学校教育課へ。 

  ②情報機器の活用について 

Microsoft Formsによる連絡⇒翌勤務日対応 

  ③忘れ物による再登校不可について（検討段階）※ 

   児童の安全や「忘れ物をしない力を身につけさせたい」 

ということを目的とした提案。 

  ④昨年度あった会議で出された意見について 

   具体的には、「亀小青年の主張」・「公民館や日本語指導の方にご協力いただいての授業」・ 

「合唱合奏や書き初めの補助」など。実現できることを模索していきたい。 

  ⑤学校応援団の募集について 

 

 （３）グループ協議 

  主に※について、２グループに分かれ活発な意見交換を行いました。内容は以下のとおりです。 

  ・遅い時間に忘れ物を取りにくるのは、保護者の方や子どもたちの中に「忘れ物をしてはいけない」 

というプレッシャーが大きいからではないか。まずは再登校不可の意図について、保護者や子どもた 

ちに少しずつ理解を広げていく必要がある。学校側も「忘れ物をしないための声掛け」や「忘れ物を 

してしまったときのフォロー」をしていくことが大事だと考える。 

・忘れ物に関するルールが今までなかった（保護者と一緒に・～時までなど）。忘れ物をしてしまっ 

たという心の焦りから、事故の恐れも高い気がする。保護者の協力や担任の声掛けが必要だと思う。 

                     ↓ 

ご意見を踏まえ、学校側としては改めて保護者宛通知で趣旨を丁寧に説明してから実施する考え。 

 

（４）諸連絡等 

 ・地域協働学校推進事業補助金の活用について（事務） 

 ・その他学校課題 

  １年生のロッカー・３年生のインターホン設置を市教委へ依頼し、現在対応してもらっている。 

 ・次回開催は６月１４日（金）１０：００～ 

 
 

 
 
 

令和６年度 第１号 発行：亀久保小学校 学校運営協議会 

地域協働学校 ふじみ野市立亀久保小学校 

 

学校側の委員は、 

校長・教頭・教務主任・

県費事務職員です 

【岩佐会長より】 
今年度、会長を務めさせていただきます岩佐です。今年度の学校運営協議会は、「学校・
保護者・地域が一体となり、地域コミュニティ全体で子どもたちの学びや成長を支援し、
その結果として地域コミュニティのウェルビーイングを実現する」ことを最上位目標に
設定し、活動を行ってまいります。 
ともすれば目先の議論に陥りがちなため、そうではなく常に大局的な視点・より高い
視座で対話や熟議を重ねつつ、今年度はしっかりと「協働の実践の機会」を作っていきた
いと思います。 
関心を持っていただきやすい活動をしてまいります、サポートを頂けますと幸いです。 


